
１　予算案の概要
                   

　ものです。

    補正額は、

８８億３，４８６万２千円

  です。

                                                  

  　今回の補正予算による一般会計の歳入財源は、

　　　１，７７４万円

　５億６，４６２万３千円

　　　４，３９４万８千円

７７億　　５５８万３千円

　３億１，２２６万８千円

　１億９，０７０万円

　です。

　　なお、今回の補正予算の主な内容は、次のとおりです。

    この結果、一般会計の予算の規模は、５，８６９億４，６９９万７千円となります。

平成２９年９月定例県議会提出議案の概要

    今回の補正は、国庫補助決定に伴うもの、その他必要とする経費について措置する
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（単位：千円）

款 別 補 正 前 の 額 今 回 補 正 額 計

総 務 費 27,250,809 7,242,228 34,493,037

民 生 費 90,657,625 474,774 91,132,399

衛 生 費 20,729,242 2,709 20,731,951

労 働 費 1,675,797 57,680 1,733,477

農 林 水 産 業 費 51,823,166 1,049,371 52,872,537

教 育 費 115,628,128 8,100 115,636,228

一 般 会 計 合 計 578,112,135 8,834,862 586,946,997

一 般 会 計 歳 出 一 覧



○　補助公共・交付金事業 （単位：千円）

補 正 前 の 額 今 回 補 正 額

372,750 180,000

1,764,677 190,318

48,790,640 370,318

○　その他の主な事業

食鳥肉における微生物汚染低減策の有効性実証事業（衛生管理課） 2,709千円

保育士等キャリアアップ研修事業（こども政策課） 5,942千円

・ 教育・保育給付費（施設型給付費）（こども政策課） 369,280千円

）

・ 児童入所施設等措置費（こども家庭課） 83,738千円

）

幼稚園業務ＩＣＴ化支援事業（こども政策課） 8,100千円

・ 県立産業技術専門校費（施設管理費）（雇用労働政策課） 57,680千円

）

・ 新宮崎県版ＧＡＰ緊急拡大事業（農業連携推進課） 5,497千円

）

・ 畜産競争力強化整備事業（畜産振興課） 649,612千円

）

運営の適正化等を図るための措置費の増

して畜舎等の施設整備等を支援するための経費の増

（補正後：784,569千円

　地域の畜産の収益性向上と生産基盤の強化を図るため、地域の中心的な経営体に対

　幼稚園等に対し、業務改善のためのＩＣＴ化支援システム導入に要する経費を補助
するための経費

（補正後：8,006千円

　東京オリンピック・パラリンピックの食材調達基準の要件であるＧＡＰの認証取得
について、国際水準ＧＡＰに対応した指導者を育成するための経費の増

　老朽化した県立産業技術専門校高鍋校の寄宿舎を建て替えるための経費の増

（補正後：69,159千円

　児童養護施設職員等の処遇改善加算の創設等に伴い、児童入所施設等に対する施設

　カンピロバクター等による食中毒防止を図るため、食鳥肉に対する新たな微生物汚

　保育士等の処遇改善を図るため、処遇改善等加算の要件となるキャリアアップ研修
を実施するとともに、処遇改善等加算制度に関する講習会などを行うための経費

（補正後：9,747,239千円

（補正後：2,547,217千円

染低減策の有効性について実証試験を行うための経費

　保育士及び幼稚園教諭等の処遇改善等加算の創設等に伴い、認定こども園、幼稚園
及び保育所に対する運営費の支援を行うための経費の増

計

補助公共・交付金事業
合 計

漁 港 事 業

事 業 名

漁 場 事 業 552,750

49,160,958

1,954,995

改

新

新


